
〔俳生虫学雑詑第]8遂茶3,牙 241-248頁 196田

オキアミ類に寄生していた AπiSαえiS 属幼虫について

1968年6円 3日から 811N"までの、北海道火学水産

学部所属練習船おしヒろ丸の第28譲北部北太平洋とべ

ーリング海の割査航海に引岩の一人嶋津が参加した.航

海中碓魚ネットで稚魚採集を行った際に採染されたオ

キアミ好iの寄生虫を検梁した.その結果5個体の.小が・

叩ιi.、属線虫幼出を見川した.そしてこの幼虫とべーリ

ング海でi魚瓔したべニザケ寄生幼虫とを比岐した.以下

オキアミ寄生幼虫につし、て報告し,また、・1,゛i則兆i'属の

生活史につし、て若干の考察を試みた.

材料と方法

胴査材料のオキアミは,毎陣日没]f時問後,10分から

15分問の穫魚ネットの叟凧引き(一部の採集点ではかな

りの深度で)を行いジ碓魚と北に採集されたものである.

捻採梨地点数は'斜で,総数3、塑7個体のオキアミを採集

した.採染後できるだけ早"く生のままで,実体顕微鏡下

でオキアミの寄生虫を検業した.
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ール液で透化した. NO.1を外割珊1熊の観察後パラフィ

ン横断述続物片標本として内部櫛造を観察した. NO.」

の幼山はオキアミ内嵜生部位を決定ナるため,幼虫が寄

生してVる状態で10%ホルマリンホで問定保存し,オキ

プミ全体をパラフィン切j片標本とした.

A川又於i.゛幼虫の才キアミ内寄生部位.生きているとき

には幼虫は宗主体内を線虫が示す特有な述動を自由に行

0て、、た.フフ,.10"go'如がの襖断U」片標木で NO,、1の幼

虫の寄生割"立を翻べると,血休腔(haemocoel)内であ

つた a,ig.'",幼虫の周開には被膜状のものは何もな

<,幼虫は血体腔内に被のうしてし、るのでなく,遊雌し

てし、ることが判i川した.二れは幼虫の生存時の逐動状態

からも察せられたことである,

A,Ⅱ文,kiS 幼虫の形態. NO.1,2,3,5 の4 修体

に0いて述べる.幼虫の大きさはi事長 6,85~32.66mm,

量火体幅 0.21~0.娼mm であつた.可砂慈二は末発育の

3 うの「1辱と艘側に 1 個の boring tooth があり,その

b十か後方の腹側に排i世管の測口部があうた.食道は前

力の筋内怪の部分と後方の腺性の部分(臂部、 Nnhiw・

1゛S)とからなり,食道全体が畏さは 1.23~4,75 mm、別

部の長さは0_如~1.フ'1mm であつた.胃部は細長く単

純で突起い,e"Ⅱk01雛.ppendix)を排た十,小腸とは斜

めに」世絡してし、た.ノ」、井牙は1ヨ'省; 6Πtesti11al cnecum)を

持たず坤.純な管状物で後方で直購に迎絡していた.長さ

結果

3.247仙体のオキアミのうち11f叫本から,.・1"i'Ⅷk6 晶

線出幼虫5, CωUmoMam1 属線虫幼虫2,四吻条虫の

P】croccrcoid ],それに鉤雰i虫幼虫3 をそれぞれ見出し

た. CO"h、aιd゛aiリιι1」'1, 11口n勿穿、虫ιナ」'【とι可巨ji!1ミ之ナJ虫1こ

つVては牙Ⅲ二祥しく雛告、とることにして,以下A加.Ⅷ劇S

幼虫につし、て隷告ナる.

゛bb'Ⅷιム'属幼虫力二寄生していたオキアミは,7γハ・剛.

加ぎ.ゞ枇U'α文hh'( 6 j125日,採集位f凡フ'りストノL湾 55゜

]8、N.164゜15'IV,弔f生率3/1BD と,1'h_YS",m'.ゞsd

1ω,gリ,e,ゞ( 8 j112臼,北千島沖北割叫ヒ太可ι洋'揺゜10'N、

157゜04'E,寄生卑2/403)であつた.(ToblC 1参照)

NO.1,2,3,5 の幼虫をオキアミからとり出し,

10%ホルマリンホで固定保存し,観察時はラクトフェノ

本研究の一部は文卸打の試験研究贇の援功によ0た
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Tab!e 2 The measurements of A,Nsakls SP.

】a".ae from the euphausiids in mm

NO
Total

Length

1:兇怖

2 26.58

3 6.85

5 12.印

A"i.Ⅷk61弘の生活史のうち,卵かみ魚に寄生するま

で力二幼虫期の部分はほとんど知られてVなか0た.小札

ら(1966)はスジイルカ寄生 A,Ⅱ肱,劇'線虫(おそらく

A./.、ψル")の山卵の発育を観察して,被鞆性幼虫が自
然に購化遊1"することを報告した. Berland (1961)は,
ANi脚k6 偶の生活史はまだ知られていないが,多分2

つの中問宿主が,必要であろうと考え,また Polj3n5ky

(1955)が外洋性(pel"gic)の甲般類の 17,、、'又υmぞメ丸'か

ら'4Ni工αιiS ガ,虫を言己^して'、ハることを薹1皇iしナニ.

Ⅶ" Thiel(1966)は北海の=シンの生態七.いiMι'6

Greatest
、¥idth

0.47

0,48

0 21

0.30

TaⅡ

Leng小

0.14

0,12

0.09

0.10

'「11b!e 3

Esophegus
Length

4.75

2.93

1.2;よ

2_20

MOTP!1010gical i"dices o「.11」i又ιklN 5P.
IarYae hom the euphauS11ds

NO、

VeTltriculu

Lengt11

1.74

1.08

0.40

0、75

6.謁69.49

9.0755.38

5.5732'6?

5.73、12.00

A Tota11en宮t11Greatest widt11,
10tR11engt11 ESOP11ageal】engul二

r=10ta1 1englh.1Tai1 1ength、

a =1'ora1 1e0武th八「e"tricular lengt11.

n

Table 4 The measurement5 and indice5 0f 96

A"iメaιis sp latvae (Type・D froTn the
Sockeye salmons, onι01'hJ',1dN'S

1!ιJ・ια 6Shed in the eastern

Bering sea in lune・

AU宮Ust 1968

察考

0.U6~0.15mm の直腸は杠門に開き,砲腸の周囲にはm:

門腺細胞があり、その数は 1~4個であうた.尾は長さ

は 0.09~0'N mm で,短く鈍端に終り,先端に角座性

の突起(mUけ卯)を持っぐヤた.角皮は一重で郡K細か

V横紋('壮iotio")を持ってVた. NO.1,2,5の幼虫

は角皮がよく発育Lてぃて,後述のべニザケ寄生1型幼

虫とは,外観上よく似て'し、た(Fig.2A,2 B). NO.3 の

幼虫では圃部小腸は来発育であり,また胃部の内腔と側

線などを外かみ明昨にみることができた(Fig.3A,3

B).上述の1個体の各種計測値を T北le 2に,4つの

index a (fホ長ノ体幅),戸(体長/食道長*),1'(体長/j弓

長),矼体長宵長)を Table 3 にまとめた.

NO.1の横断切片標本で内部犠造を観獲した.体壁は

一重の薄、、角皮とその下の負皮下届と更にその下のよく

発迷した前層とからなってし、た.左右が側線の拙造は双

奨状で,横断而上では基部の幅は狭く双葉は互いに開雌

しY字状であ0た.食道小腸の内腔は三叉状で,小朋の

円柱上皮細胞は53以上まで数えられた.排池邪管にっい

ては,腹側の口辱部に開「1十る排池管は刈'経環後力で腹

線から左の側線側に移行し,以後排池腺細胞,・1.を後走し

てし、た.排池腺細胞(r印ettecelD は神経環後方から始

まり,1'1側線の腹側葉に懸垂したかたちで後走し臂部の

部位ですでに膨大L始め、その膨火部は横断面上でバナ

*食道長は筋肉竹の部分とW部を含む.

1

233 29

221.50

76.11

126'00

Nlean

Range

Total

Leng小

18.フフ

24.61

17.13

16.80

28

20

37

Greatest
訊弓dth

85 0.45

80-0.29-
80 0.60

Indices

'rail

Leng小

Nlean

Ran宮e

(mm)

Esophagus ventricu
Length Length

1.223.54

0.902.80-

1.'質〕4、20

0,11

0.08-

0.16

d

ナ状であった,腺細胞の該は胃部の後方から始まり,膨

火部分の中'1分の2にあり,おもに排池管の左側にあっ

た(Fig.5).上述の枇断而構造は魚寄生1型幼虫の枇

断面構造と全く一致してV、た.

オキアミ寄生幼史とべニザケ寄生1型幼虫との比鞍

航海中西径1即゜以東のべーリング海(おもにプリストル

湾内)でi魚獲したべニザケ(ONml'h丁hd川S,kリ'k'0に寄

生してぃた Ahi又於ム、1 型幼虫96個体の各種副'測偵と4

つの ind獣を Table 4に示した,前述のオキアミ寄生

幼虫とべニザケ寄生幼虫とを,体長を横軸にその他を縦

軸にとって尖測値で比鞍すると F璃.1のようになつ

た.図から幼虫が NO.1,2の大きさはべニザケのも

のとよく一致し, NO,3,5の火きさはべニザケのもの

より著しく小さVことが判った.またオキアミ寄生幼虫

の成長曲線とべニザケ寄生幼虫の成長曲線とは連絖tる

か,またはπレに重なり合うものと考えられた

64.42

51.60-
フフ.61

β
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mm

2.0
1.5

1.0
0.5

Ven廿iculus

0.3
0.2
0.1

0

T.il

0

0

亘50phagU5

0

0.フ
0.6

0.4
0.3
0.2

Width

幼虫の寄生状況二IM査の結巣とから, A加.Ⅷん'膨,の第1

中問宿主は焼脚類かほかのプランクトンであろうとし

ブこ.ゾくJ,1b (1966) 1ネ AJliSαιiS 捌」!Ⅱ力S甜:i巽3に弔f生し、し、

る各師海産魚の食性を調べ,第1中開宿主は"1般類で栃

り,特にオキアミ類が靈要であると挑倫Lた.

口本では火島(1966)以後, A,Ⅱ脚k6 1'の第 1中囲

補主は海産Ⅲ殻類特にオキアミ類であるとの仮説のもと

に此Ufが逃められてきた.影井(1968)は北洋産オキア

Cr/ひ・文n川ぎ'、su hルリ'刑i0 から 1 匹の線虫幼虫を見{よミ

け,外剖辨,態の特徴からハNi脚kお幼虫であろうとし

た.大島ら a96幻は卵般から遊出した被斬性第2期幼

虫をオキフ'ミ(E/り」/klhSん! 1」ι牝'1y;α↓と E.゛'h"ili" 1こしま

染ざせ, 1週1捌以内にほとんどの幼虫がオキアミ内で脱

輔することを観察した.

以上のことから'・いi加ムハ刷の井江中問楢主としての

オキアミ類の重嬰性が高まり, A川脚劇'幼虫のオキア

ミ類への白然寄生の有無を開べる・必要がでてきて',今回

の私違の海洋朋査参加が行われた

柵査結果は前述のとおりで,オキアミ類の Th丁又1・

N0ι学S" 1・ds'ゾU、i 上 1γ1.10円gi/NN と力二 1いi又iιiN 属の「11

冏布主であることを硫かめることができた.

オキアミ嵜生幼虫の外部内劃枅三態の詣特徴はマサノt,

マアジなどに袖j率に寄生して'レ、る A,ル又於iS1 型幼虫

σ3erln"d、 1961)の特徴とよく一歎してしる.そして幼

Fig.1

5 10

Totel LEn'th

Comp;1rison of four '1Jlil"ki.ゞ SI).】ιlrv;ι七 fron1 111e euphauS11ds 、、'ith
96 Type・1"いiSι1ι,iS 1Ⅱrvae fTom 111e sockeye salmorls b丁 mea5口remenls
0:1aい・ae fr0111 Ule cuphnusiids.●:1ar、'ae from t11e sockeye salmon5

でぼ仙宜^、割

上Ⅱ乎:士'i1 る{J

0

0
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*本属の範朋につ卜ては諭議があるが,

訂て」に 71リ',・",Ⅱπ・"主た1士 iリ10α"kリ,」"

のむ合むもの上 L ておく.

虫はべニザケ寄生 1型幼山ともよく一玖Lてし、た.した

がってオキアミ嵜生幼虫は全司杠梨幼虫に属ナるもの七

島誓えら才1る.

幼虫の1引定にあた0て注意しなけれぱならなV、のは,

.1Jιi又lki,ゞ 1遜宮1」虫と/」0,'ノ'0α1ι!r",N* 1星1ガ」虫(ヰ寺!こ JI、』"1ぎ

管が来だ発育してVなVりⅢ0 との鑑別である. NO

1,2,4 の幼虫にOV、ては, f本長が 20mm 以上(NO.4')
ー,

は例片土の体幅の大きさから推定)であるが小腸盲管が

ないこと,角皮力証t鞍的沖、、こと,鯏線の横断而上の形

が基剖幼1狭く五いに開離してVるY字形の双葉状である

ことなどかみ,正しく A,N'汝ιiS 繕幼虫とすることがで

きる, NO.3,5にOVては,今臼魚寄生前の詐長の小さ

、、/10J・1・0'、"nリi"1 ■1」虫力二知ら才1て、、な、、ので1折定は1製起t

であるが,形態上の類似性から.'1hi黛於6 幼虫とした.

Ber1ιlnd a961)が引用した P0Ⅱoosky (1955)の報

告の内容を, uspe叫kaia Q963)が詳しく鄭告した

彼女:よノミレンツ;毎の底棲目リ投梨io) C'りリτ//" Sι,んリ1hゾ・

ON"/iN とけY"s a,"UⅡ,NS,また 1孚i些{生印脊1努iの yγ1、Y立ι・

h0ど゛、" 1・"S'ゾ1ii とから.'いisaιi'宮ナ」虫を,ιIU しナ;.その

幼虫(数不明)は,体長8.14~16.17mm,体幅0.H5~

0.'110mm、昆 0.105~0,125mm,食道nlj方筋「匁部 0.88
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~1'4コ5mm,胃部0.62~0.85 mm の火きさで, boH"g

tooth とlj工円腺細胞(2個)を持うていた,彼女は D

幼虫とバレンッ海産熊瑛田こ寄生する"1hi阿解S 幼虫とを

比鞍して,甲殻類寄生幼虫は徐の時期には魚に寄生す

る,2) A"心a"属が佃々の種の決定的特徴力叫ヨ1つてV、

なし、ので,幼虫の種t'決定は末だ成功して V、なVとし

た,幼虫の計測仙と付図からみると,彼女の幼虫は細長

く小腸とは斜めに連終する別部をもつているので,多分

1型幼虫に属するものと考えられる.彼女の幼虫は胤遠

の幼虫の NO.3と上く似てVる,寄生部位寄生状態に

ついては,彼女はただ幼虫が宿主内でラセン形に巻Vて

、、るとしてし、る.

影井(195田は北洋産の Th),又U地鄭又' h",,'",iS から 1

匹の線虫幼虫を見出して,消化管の構造を候察できなか

つたが,幼虫が bormg to0小と m0Ⅲ00 とを持つてV

る二とから,この幼虫は AⅡimιiS 幼虫であろうとした.

この幼虫の大きさは 3250×51.9μであつたので,αは

62.62 (嶋訓!計31)となる.1型幼虫の 1様と推定され

てし、る A."刑PI'.むの鋼.化直後の被鞘性第2期幼虫の20

匹平均の火きさは 286.1× 13.7μ(影井,1968)であり,

この幼虫ではα=20.闘印鰯聿計算)となる.乳迷のオ

キアミ寄生幼虫ではα=32.62~69.四と体長が火きく

なるにつれてαも火きくなつてし、た(T乳ble 3),また

ベニザケ寄生1型幼山でα=60 以上のものはほとノνど

体長が卯mm 以上であつた(Table4).以上のことか

ら1型幼虫では幼虫の発育にともなつてαは2新而後よ

り脚以上へと増加する傾向があると考えられる.この傾

向からすると,影井の幼虫は体長が3mm としてはα=

62_62 と薯しく大きし、ことが半1」る.したがつてナくなく

とも彼の幼虫が A"i丸肌ゾS1 型幼虫に属するとするのは

困難と老える

0ぎに ANi文珊i'幼虫の築1中1川捌衞主内での発育に

ついて誇えてみよう.小朴ら(1966)は A.1)少im(?)

の虫卵の炎壱を観察して,被鞘性幼虫が自然に購化遊出

することを報倍した.火島(1966)は暈初この解化幼出

を第1捌幼虫と考えたが,幼虫は卵殻内で第1回目が脱

皮をしてぃるので,影井(1968)がし、うように,第2期

幼虫と幻'正する. A.$b,ψ1'.'(または A.0少k")の被

鞘性第2期幼虫は,頭部の方が幅広く尾に向つて細ま

る形で,消化管は来分化である.幼虫はすでに頭端に

bo""g tooth を持つてV、るカニ,足部は剤長し、が鈍端に

終り,魚嵜生幼虫や利迷のオキアミ寄生幼虫でみられる

ような角皮性の mucmn は持っていない.との幼虫は

海水あるし、は飼育液中では脱鞘もしな V、し発脊もしな

い.火島ら Q968)はこの幼虫がオキアミ内にとり込ま

れると初めて説鞘することを実験的に確かめた.1週問

以上の継続笑験はオキアミの飼青上の障轡から不成功に

終つた.したがつて脱鞘後の築2期幼虫の発育に0いて

は今日のところ何も如fられてレ、なし、.

ず村也・林 Q967),安雛剛ら(1967),影井ら a96力

はイルカ自然寄生例と魚寄生幼虫の人工飼育によつて,

魚嵜生幼虫が終宿主内で成虫になるまでには少なくとも

2m1脱皮する=とを観察した. A"i北珊iN1弘の全生活史

を5翔に分けると,彼らの絲果に従えぱ,魚寄生幼虫は

第 3 瑚幼虫になる. Huihoger (1966,1967)が CO,,h'd・

ιαCC'Uπ S/Jiι'uligC1リn と C."11i11i,a,il/"hn" 1こJコ、、て

尖験的に1川らかにしたように,錦2如1から第3期への脱

皮は幼虫が第2中問僧主(魚)にとり込まれてから起こ

るとすると,第 1中問宿主内幼虫は第2期幼虫となろう.

私達が最初の仮説のようにオキアミ類を第1中問宿主と

すると,上述のことから,オキアミ寄生幼虫は第2期幼

虫となる.したがって第2朔幼虫の第1中囲宿主内での

発育はつぎのようになろう.海水巾に購化遊出した被鞘

性第2期幼虫はオキアミにとり込まれてから脱鞆し,そ

して血体腔内に侵入し,以後 F璃.1にみるように発育

してVくのだろう.途中でオキアミがべニザケ(第2中

朋彼主)に食われると幼虫はどこかで(多分消化管内)脱

皮し,第3期幼虫になつて魚に寄生し,もし食われなけ

れぱ幼史は NO.1,2のようにオキアミ内で火きく発

育するのだろう.ベニザケに 20mm 以下の幼出が嵜生

してぃなかつたのは(マアジなどでは体長 16mm 前後

の幼虫が知られてV、る),第2期幼虫は第1中問宿主内

で一定の発育をしなVと魚に感染できないため七も秀え

られる.そして魚制で,捕食者一被捕食者の開係を通じ

て,幼虫の移行がおこるだろう.

私述はオキアミ寄生幼虫をー"広第2期幼虫として誘察

を進めてきた.しかし私述は NO.1,2の幼虫のよう

に火きさも形態もべニザケ寄生幼虫と全く区別できない

程似てし、るものを第2期幼虫とし,また魚嵜生幼虫を第

3期幼虫とナるのが正しいかどぅか疑問である.オキア

ミ寄生幼虫の魚寄生幼虫との類似性や,幼史が遊出時に

はもつてVなかつた角皮性の と Uーコ 、ノInucr0Π

となどは,解化遊出後の第2期幼虫がオキアミ内の発育

の途中で第2師目の脱皮を行なつたと仮定した方が説

明し易V、と考える.今日までの知識と私速の観ぞ舗'果と

からだけでは疑問は解決されなVので,この問題は今後



の課題としたい.

D 1968年6乃 3臼から8月NHにかけて,北海道火

学水産学部練習船おしょろ丸によ0て,北部北太平洋と

ベーリング海で採集されたオキアミ類の寄生虫を検索

した.絵数3247個体のオキアミのうち, rh_、,又m0加脚

1'",゛'1π、i (採集位皿,プリストル湾,55゜18、N,164゜15'

、、'.日付:6月25日, Zテ生率:3/121)と 7フハ,立UI0込工d

10"gm゛エ(北千島;巾,48゜10'N,157゜0'1、E,8j112日,

2/405)とから 5個体の A,がM"'属線虫幼虫を見出し

た.4側体の幼虫は全体として観祭したあとで,うち 1

個沖は横断速続切片標本とし,また残りの1個体はオキ

プミ内に寄生してし、る状態で切片標本とした

2)幼虫の寄生部位はオキフミの血体腔内であった.

3) 4個体が幼虫の計測仙は,体長6.85~32.66mm,

体幅 0.21~0.48mm,食道 1.23~4.75mm,習部 0,40~

1 74mm,尾0.09~0.14mm であつた,その indeX は,

a U本長ノ(水幅)=32.62~69.49,,(体長/食道長)=5.57

~9,07,1(体擾/尾長)=76,11~233.?9,δ(体長/習長)

=16.80~24.61 であーコた.

'1)幼虫は特徴的な b価i"g tooth と,小腸と斜めに

述絡する綿長V臂部と,角皮性の m山mnとを特うてV

BeH抑d (196D の 1型幼虫に属するものと考えら、て

れた.

5)航海中東部ベーリング海で漁獲したべニザケ寄生

1剰幼虫96個体の大きさは,体長28.舗(20.80~37.即)

nlm,体幅0.45(0.29~0.60) mm あつた.オキアミ寄生

幼虫とべニザケ寄生幼虫とを比較した結果,オキフミ寄

生幼虫の3個体は大きさも形態もべニザケ寄生幼虫と全

く区別できなV程よく{以ていて,残りの2側体は火きさ

が著しく小さいものだつた.

6)小さV方のg川HネUspenskoia0963)のバレンツ

海の甲殺類からの A"i辺ki、゛幼虫と似ていた,

フ)オキアミ嵜生幼虫を第2捌幼虫としてその発壱に

ついて考察した,作長0.3mm 前後の瓣化遊出後の被櫛

性第2拘幼虫はオキアミにとリ込まれてから脱鞘し,そ

してオキアミの血体腔に侵入しそこで体長 32mm 以上

にまで発育する.晃百につれてαは20前後から60以上

へと徐第に則加ナる.そしてオキアミ内で一定の発青を

とげた幼虫(20mm赤仟量あるし、はそれ以下)は,畝:に魚

に第3期幼虫として術生することができる.

8)オキアミ嵜生幼山のうちバニザケ寄生幼虫と大き

さも形態も全く区別できなかつた3個体の幼虫はオキア

要約
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Abstract

、

.

ON THE LARVAE OF THE GENUS ANISAKIS NEMATODA

FROM THE EUPHAUSⅡDS

TOMO0 OSHIMA, TAKESHI SHIMAZU, HIROTAKA KOYAMA AND HIROSHICE AKAHANE

1)'ψ"rh,ルリリ 0j' 1毛U・"silo/ogY, Sι力001 0j AI゛ιlirbN, U"iT.tl'NiiJ O,i' S/1i,1Ih",'、1ιⅡNtι,,'010, Jdつι1,1

INe made some parasit010交icalinvestigations on 小e euphaugiids c0ⅡeCιed in the Tlorthern
N。rth paci6C oceHn and the Berin宮 Sea {rom June 3 to August 14 in 1968, by the training S11ip
Osh。r。.matu 。f t1祀 Faculty of Fisheries, university of Hokkaido. we 「ou"d out 6νe A,」1Sa鳧6 SP
Iarvae {r。m 6Ve of 3247 euphausiids ;小ree from Th〕,$'UI0五工Sι↓ r'1S'Jliiposition :55 18'N.164 15'W,
Date: J11Πe 25,1nfestation ratio:3 121 and two 「rom T/1」,sd,10ぞS又1 10"gi,6 Posiιion:4810N,
150004,E.1Πfest皐tion Tatio:2405. A11 0f the larν日e were found i" the hemocoel of 小e hosts・
Fout lnrvae were examined i" i010 and one was sectioned

F。ur jarリ皐e were 6.85 t0 32.66mTn long and o.21 to o.48mm wide, with esophoEeal

Ieng小。f l.23 t0 4.75mm、 YentricU1丑r length of o.40 t0 1.74mm and ねi11engt11 0f o・仭 to
0.14mm. Theit morph010gicalindices a Tota11engthハ刃idth ,β Tota11eng小 Esophagea11en且小,

T。te11ength/Tai11en耳th , and δ Tota11e11菖t、/ventricular leng小 Were 32.62 t0 69・49、 5・57 tor

9_σ7,76.11 【0 233.29, and 16.80 t0 24.61 respectively.
The lervae had the characteristic boring teeth on 小eir lip lnesses and the cone shaped

Cuticular mucr。ns on their ta11 eTlds,皐nd theiτ 10Π宮 Vcntriculi were connected with 小eit intestin'

es 。bⅡquely. Therefore, we consider thatt11ese larvae be】OTlg to "也 Type1 1arva 0 111Sιlil
described by Berland 1971

96 '4,1i$4鳧i' SP. 1arvae of Type.1 「Tom t11e sockeye salmons, OJ1ιOJゾ1」'1h'11"SJルリ'ι'1 S in
t11e eastern Bering sea duTing the 5ame cruise weN 20.80 t0 37.即mm loTlg mean.38・闘 an

0.45. Two of 小e larvae from tbe euP11aus"ds were closely similat0.29 to o'60tnm wide mean,

ed t。吐1。se frotn t11e 50ckeyes b0血 in size and in morP110!ogy. TI,e other two larvae rom t e

euphausiids were tnuch smaⅡer than those frotn the sockeyes, aDd 小ey were found to be simi er
t。 AJU寓1ι61aTvae from 771.,・ιιSιhii of the Barents sea described by uspenskaie 1963 ・

Of 小e larν且e frorn the euphausiids was tegerded aS 小e secoDdThe developing stage

Of A11iS女ιi' is considered as f0110W5. A{terStege. The life cycle pattern of the larvalstages

11atchlng fTofn the eg宮 S11e11S in 小e sea water,山e free・1iving erlsheat11ed second、sta宮e larva are
ingested by euph皐Usiid5. The second.5tage larvae shed their sheaths i"小e intestine and peτιe'
trate int0 小e haemocoel of euphausiids, where 小ey 宮row from about o.3mm to above 32mm

1。ng, i口Creaing the morP11010宮icalindex a from about 20 如且bove 60. The larvae infect to t e
marine 6She5 eS 小e third.sta宮e lnrvae when the 6Shes ingestthe euphausiids with the second、TD且口y

Iarvae. TTansfer of latvae between 6Shes is possible during a predator'prey TelationS111P・Sta宮e

At 小e present Tnoment we rEfrain from the decision of 小e developin宮 5tage of two big
Iatvae from the euph11Usiids whiC11 Wete identical both in size and in morph010gy to t110se from
"shes.柄『e are not certain W11etheT or not t1祀y make further ecdisis from the second t0 小e thitd

Sta宮e in eⅡPhausiids.

C。n託que"tly, we NC0宮nized that 小e eⅡPhausiids played the blg r011in the life cyc e o
A,!isa'is es a intermedlate host.
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